
別記様式 

議  事  録 

会議の名称 令和７年度第１回岩倉市廃棄物減量等推進協議会 

開催日時 令和７年 11月 17日（月） 

午後２時から午後２時 45分まで 

開催場所 市役所７階 第２、第３委員会室 

出席者 

(欠席委員・説明者) 

出席委員：若園委員、横井委員、橋詰委員、岡田委員、 

関戸委員、大井委員、森山委員、内田委員、 

岩田委員、吉田委員、木村委員、飯沼委員、 

欠席委員：河合委員、大矢委員、谷委員、中島委員、堀尾委員 

説 明 者：市民協働部長、環境政策課長、清掃事務所長 

会議の議題 （１） 岩倉市のごみ収集量と資源回収量の状況について（報告

事項） 

（２） その他 

・市内民間事業者による資源回収量の調査結果について 

（報告事項） 

・「燃やすしかないごみ」への名称変更と愛称募集について 

（報告事項） 

・プラスチック資源の割合（内訳）について（報告事項） 

議事録の作成方法 ■要点筆記  □全文記録  □その他 

記載内容の確認方法 ■協議会の会長の確認を得ている 

□出席した委員全員の確認を得ている 

□その他（                ） 

会議に提出された 

資料の名称 

・岩倉市のごみ収集量と資源回収量の状況について（資料１） 

・市内民間事業者による資源回収量の調査結果について（資料

２） 

・「燃やすしかないごみ」への名称変更と愛称募集について（資

料３） 

・プラスチック資源の割合（内訳）について（資料４） 

公開・非公開の別 ■公開  □非公開 

傍聴者数 ０人 

その他の事項  



１ 委員自己紹介 

 

２ 岩倉市廃棄物減量等推進協議会 会長あいさつ 

 

３ 議題 

（１）岩倉市のごみ収集量と資源回収量の状況について（報告事項） 

岩倉市のごみ収集量と資源回収量の状況（ごみ収集量と資源回収量の前年度比較、

ごみ収集量と資源回収量の過去からの推移による傾向と考察等。資料１）について、

事務局より説明。 

 

 委 員：岩倉市の人口が微増となっているのに対しごみが減少しているということ

は、効果があり市民の意識が高くなってきているということか。 

 事務局：そのように推測している。  

 委 員：令和２年度になぜごみが増えているのか。 

 事務局：令和２年はコロナ禍ということもあり、外出せずに自宅でいろいろなもの

を購入したことによるものだと思われる。  

 

（２） その他 

市内民間事業者による資源回収量の調査結果（資料２）、「燃やすしかないごみ」へ

の名称変更と愛称募集について（資料３）、プラスチック資源の割合（内訳）について

（資料４）について、事務局より説明し、以下の質疑がなされた。 

 

 委 員：資料２③④について、最近の傾向が表れておりとても興味深い資料であ

る。 新聞紙は近年読まなくなったので回収量が減っており、一方段ボール

は通販が増えたため多くなっているという、ここ２０年間の傾向が表れて

おり非常に興味深い資料になった。 

 委 員：資源ごみという言葉はよく耳にするが、市で回収した資源ごみはどこへ行

くのか。 

 事務局：回収したものによって変わってくる。  

 事務局：プラスチック製容器包装やプラスチックのみでできた製品は市のパッカー

車で回収して、一旦アイホクさんの中間処理施設へ運び圧縮処理を行う。

そして富山県にある富山環境整備さんへ運び、最終的にはプラスチックの

原料であるペレットにし売却、または富山環境整備さんが製品にして売却

している。 

 委 員：岩倉市で回収した資源ごみが最終的に売却されて、岩倉市の財源になると

いうことではないのか。 

審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

 



 事務局：そこでの売上げの利益が岩倉市の財源になるということではない。 ただ

し、新聞紙や古紙、金属類は売却をしている。すべてがお金になっている

わけではないが、資源化するにあたってお金を出している部分と、お金に

なって戻ってくるものがある。 

 事務局：そこでお金になったものは各行政区へ利益を配分している。 

 事務局：地区還元金と言って分別収集により利益が上がったものを各行政区へ分別

の場所に応じて配分するというのを年に２回実施している。 

 委 員：分別したものを見える化してあるほうが頑張りやすい。分別の場所によっ

て還元しているのか。  

 事務局：トータルの利益を各行政区の分別場所で割っている。  

 委 員：それをもう少しわかりやすく見える化してほしい。 

 委 員：市によっては回収量で比例してやっているところもあるが、なかなか計算

が難しいということもある。 

 委 員：例えば子どもに力を入れているなら、子どもたちにわかるように見える化

してほしい。また、愛称募集について、愛称は必要なのか。引越してくる

人などもいるため、県内の馴染みのある言葉を使ったほうがいいのではな

いか。岩倉市にいる人にしかわからないので、近隣の市町村がどのような

名称を使っているのかという情報ももらって似たような名前にしたほうが

いいのではないか。 

 事務局：今回ごみ袋の名称を変更し愛称も記載するため、ごみを捨てる際にそれを

見て気をつけなきゃと思ってもらうことを狙いとしている。今回なぜ市内

の方に募集したのかというと、一人でも多くの方に考えていただくことで

より分別に対する意識が上がるのではないかと考え実施させていただい

た。小牧市も同じように「燃やすしかないごみ」がメインのタイトルにあ

り、その下にかっこ書きで「分別がんばったけどこれ以上はリサイクルで

きないごみ」とつけています。 

 委 員：資料４の「再商品化計画では２８％」という数値はどこから出てきたの

か。 

 事務局：破砕ごみの中にあるプラスチックのみでできた製品の割合を内容物調査に

より算出したときの数値。重量等も計算し３割弱あった。 

 事務局：実際プラスチック資源に変更してからは１４％という結果になった。 

２８％に近づけるように我々が周知をしていかなければならないと考えてい

る。 

 事務局：１４％というのは、４月からのプラスチック資源に変更になったばかりの

時の数値であるためまだ周知されておらず、この時はまだプラスチック製

容器包装が主なものであった。したがって次回調査を行うときにプラスチ



ックのみでできたものがたくさん含まれていれば、周知ができてきたとい

うことである。その目標が２８％ということである。 

 委 員：ごみ袋の種類を決めているのは各市町村で違うのか。 なぜ統一しないの

か。 

 事務局：ごみ処理施設のかたちによる。  

 委 員：例えば隣の市から引越してきたときに、大型マンションだと転居の方が多

く、燃えるごみでも市町村の名前が記入してあるため使えない。となると

今まで使っていたごみ袋はどうしたらいいのかということになる。せめて

愛知県内だけでも統一することはできないのか。 

 事務局：名古屋市ではなんでも燃やすことができる焼却施設を持っており、資源に

なるものまで燃やしているが、小牧岩倉エコルセンターでは、資源にでき

るものは再資源化するという取り組みを行っているため、こちらから名古

屋市にそのように伝えることは難しい。 

 委 員：上の行政区でもう少し考えてもらえないものなのか。 

 事務局：それぞれで持っている焼却場の炉の性能も全く違うため、なんでも燃やせ

るところもあれば昔ながらの焼却場だと、本当に燃やすごみしか出せない

厳しいところもある。 

 委 員：最近濃縮洗剤をこぼしてしまい、新しいものを購入しにスーパーへ出かけ

たが、詰め替え用のものばかりが店頭に並んでおり、製品本体がほとんど

ない。企業側の努力もこの数値に反映されているのではないかと思う。重

さについても、製品本体を購入しなくても一袋で何か月かもつようなもの

が多く、捨てられる量も減ってきている。企業の努力がかなり反映されて

いるのではないかと思う。 

 事務局：重さについては様々なものが軽量化されたり詰め替えの製品も増えてきて

いるので、そういったところが影響していると思う。 

 委 員：スーパーで白色の食品トレイやペットボトル、アルミ缶などを集めている

ところがあるが、ある時業者が、市民が色ごとに分別した食品トレイを一

つのパッカー車にまとめて入れて回収しているのを見たのだが、処理につ

いていったいどのようになっているのか。何年か前に比べて市民の意識は

かなり上がってきているのに、見えないところで私たちが思っているよう

なリサイクルのされ方をされていないのかという疑問もある。 

 事務局：岩倉市では食品トレイは色分けをせずにまとめて出してもらっており、次

のプラスチック製品を作るためのペレットに変わっている。市で行ってい

るものについてはきちんと処理をしてもらっている。 

 事務局：事業者は事業者で資源化するルートがある。 

 委 員：中国へ行くこともあるのか。 

 事務局：資源として海外に行くことはあると思う。 



 委 員：日本で処理できないから海外に行くということか。 

 事務局：そこは分からない。金銭の問題もあるのかもしれない。 

 委 員：ペットボトルは洗浄してからペレットになると思うが、洗浄しきれないか

らなのか良く分からない。 

 事務局：洗っていないと臭い等により再商品化の際に少し大変になる。捨てる際に

はさっとすすいでもらうようお願いをしている。 

 委 員：よっぽど汚れたものは破砕ごみである。 

 事務局：先日のクリーンチェックでは、ペットボトルの中に泥が入り込んでいてど

うにもならないものは資源には回さずに破砕ごみとして処分するように仕

分けをした。 

 委 員：ケチャップの容器がそうである。 

 委 員：ペットボトルに関しては、現在は中国にはほとんど出て行ってない状況に

はなっている。昔はごみのようなプラスチックが中国にたくさん流れてい

たが、中国が２０１９年くらいに輸入の規制を始めて、ペレット等の製品

になったもの以外はもう中国へは入らないようになった。ただし、変な業

者さんもいるため、一部は中国へ入っているかもしれない。全体的には、

ペットボトルは国内で処理をされている。汚れたものに関しては、一応洗

浄をする過程はあるがどうしても汚れが取り切れないものはエネルギーと

して燃やすほうに使われるというパターンがほとんどである。 

 

４議題のその他 

 事務局：事務局から２点説明する。まず１点目、新しい委員の方もお見えになるの

で報酬について説明する。お渡しした委嘱状には報酬日額が 7,450円と記

載してあるが、こちらは会議が３時間を超えた場合の金額となっており、

通常の会議は２時間前後を想定しており、実際の金額は 5,000円となる。

また、次回の開催は 2026年の２月下旬または３月上旬を予定している。 

 

その他質疑等なく、令和７年度第１回岩倉市廃棄物減量等推進協議会は閉会した。 

 

 


